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緒言並に文献
余ば教室に於ける尿尿処理研究の一環として，便中の紙等線維質の分解，貯溜尿尿に生成ナ
るScumの消化等に，嫌気性の線維素分解菌が関与するであらうとり想定の下に本菌類の研究
陀従事した。
持本論文の要旨は第23回日本衛生学会総会に於で発表した。
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而して第 1編には各種材料から分離した嫌気性線維素分解菌の性状を記述し分類を試み，第 
2編には本菌各株を貯溜尿尿に混入して尿尿の変化を検討した。
抑々自然界に於ける植物性線維素分解の原因としての菌の存在については， 1850年 Mits-
cherlichが水中に於て馬鈴薯の柔組織が分解され，その容器の底に澱粉が集積したのを見て，
との作用は Vibrioの作用によると記述したのがはじめであるO 
1867年 Trecleば水中で浸潤，腐敗した植物組織から梓閣を発見し，沃度により青色に染色
されるととから， Amylobacterと名づけて他の菌と区別した。 
1875年 Popoff陰線維素分解菌の線維素分解に際しては，メタン・水素・炭酸ガスが産生きれ
るが，実際の線総素分解には炭酸ガスとメグンが産生されるのであって，水素の産生ぽ副作用
であると記述してゐる。 
1877，-，1879年 VanTieghemの研究はその菌に BacillusAmylobacterの名を与へ，さら
に顕微鏡による形態学的観察によそコて Pasturの Vibriobutyriqueと同ーた菌であるととを
記述した。
線維素分解菌の線維素分解産物であるガスについては， 1882 Tappeiner，1884 Gayon，1889 
Schloesing，1886 Hoppe-Seyler，1890 Serusの研究がある。
さらに劃期的な研究は 1894年より Omelianskiにより始められ，特殊か液体培地を用いて
線維素分解菌の分離を試み，嫌気性菌 Bacillusfossicularum，Bacillus methanigenesのご
種を記載している しかし Omelianskiの分離は専ら液体培地によるもので経代培養により或O
る程度の純度は得られたが，絡に純晴養は得られ伝かった。たど馬鈴薯上に小さか、来落の形成
に成功したけれ~'，さえ代においては線維素分解能の喪失をみた。
との時代まで，線維素の分解ぽ嫌気性菌によ つてのみ行われるという一般の意見であったv
が， 1904年 Van Itersonによりとの見地は修正され，線維素の分解は嫌気性菌にのみよるも
のではたく，好気性菌によっても同様分解されるというととが知られた。 
1912年 Kellerman& Mc Bethによる図形培地の発見があり，以後嫌気性線維素分解菌に
ついては， O r1a-]ensen (1909)，Jungano (1910)，Distaso (1910)，Pringsheim (1912)， 
Khouvine (1923)，Werner (1 931) Rettger (1931)，，(1931)Cowles ，. (1Clausen，926)
Meyer (1934)，Pochon (1935)，Jepson (1937)，Prevot (1939)，Hungate (1944)，Sijpesteije 
(1948)，Mc Bee (1948)等の研究がある。
我固に於ては， I耐熱性女子気性線維素分解菌については板野・荒川両氏による広範な研究がみ
られるが，嫌気性線維素分解菌については認むべき文献をみたい。 
1948年版の Bergey'sManual of Determinative Bakteriologieによると， Clostridium 
spumarum，CI.werneri，Cl.cellulosolvens，Cl.dissolvens，Cl.omelianskiiの5種が記
載されてゐるO
余ほ汚泥・馬糞等より，嫌気性線維素分解菌51株を分離し，とれを 3種に分類したので，そ
の成績を報告し，大方の批判を求める次第である O 
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第2章実験菌株の蒐集
第1節実験材料
実験材料として，嫌気性線維素分解閣が存在ナ石
と思われる池泥・三河島汚水処理場沈澱池汚泥・人
糞・馬糞・厩舎の敷藁及び土・兎・!JJ羊・モ Jレモッ
トの糞を使用した。池泥・汚泥はよく振盈しその上
液を，糞・藁・土は水を加えよく振翠したj夜を実験 
に供した。
第 2節分離方法
第 1項分離培養基
分離培養基として， 1.2%，-2%の割に寒天を加え
た McBeth氏謀維素寒天培地，及び2%の割に寒
天を加えた McBeth氏線維素寒天に 1%の割に肉
エキ.スを加えたものを{史用した。
線維素液 500cc 
Nutrient solution 500cc 
第2燐酸カリ 19 
硫酸マグネシウム 19 
改良法を使用した。
第3項分離培養方法
実験材料 1ccを取れ 1.2%Mc Beth氏線維素
寒天培地と混和し，平板となし， 370Cにて嫌気f生に
培養した。しかあ時は 7~14 日にして締麗な線維素
洛解環を有する藻落を生ずお。とれから菌を取れ
2% Mc Beth民線維素寒天培地又は 1%に肉エキ
.スを含む 2%Mc Beth氏線維素寒天培地に塗布
し， 14~21 日間 37 0 C にで嫌気性に培養を行九一以
下同様!て数回培養を行い.菌を分離した。
第 4項菌株の保存
菌株保存用培地としては Nutrientsolution 500 
ccに粧維素液500ccを加えたものを使用した。 Mc 
Beth氏線維素寒天培地を高層としこれに穿刺晴義
し保存するときは植継ぎに困難を感じた。
との液体培地に曹を投じ， 10--14日間 370Cにで
殺気培養ずるときは，訴え統素全〈分解せられて菌は
芽胞を形成ナo。ととに於て嫌気状態のま L室温に
食 ょ土u信z 19 保存した。
硫酸アジモシ 2g 
炭酸石友 2g 
井 * 1000 cc 
寒 ヲミ 12又は 20g
(肉エキエ主 10 g) 
pH 7.5 
線維素液の製法は Schweiter民試薬を用いる方
法， R.E. Hungateの法があるが?余は板野・7正川
の法に従u、，炭酸銅 15gに*.50cc及び濃アンモニ
ア水(比重0.9)200 ccを加え，振盤して銅を溶解
いとの液に漉紙 5gを投じ振盤溶解した後， *10 
lにて稀釈し，別に濃堕酸500cc 1:*101を加えて
稀釈して置き，とれに漉紙液を徐々に混じでよく振
壷ナると液は青色から緑色に変じて線維素は器底に
沈澱する。 守
との綜維素を集必でよく水洗し，銅及び塩素を除
き， 0.5%液として使用した。
線維素分解菌の府地としては倫 Omelianski， 
Winogradsky，Dubos，Viljoen-Fred-Peterson， 
Van Iterson，R.E. Hungate等の璃養基があ与
が，ーその多くは液体培地であり，叉間形培地叉は固
形培地として使用しでも McBeth氏稼維素寒天培
地に比しで優位の差は認必られなかった。
第 2項換気性培養法
種々な嫌気性培養法中，余~d.教室常用で至便且つ
効果的な Varney氏黄燐法く1926)の藤川・柳沢氏
若し好気状惑に置くときは容易に死滅ナる。向苗
の分離後日未だj支;<，培地!と慣れないものは容易に
その線維素分解能を失ふ故に，時宜蛋白を含む培地
に培養せねばならない。但し，線維素の代りとして
菌が利用し得る物質，印ち臓の如き物質の添加は反
って閣の線維素分解能を害うものである。
培地に慣れた菌は，芽胞の状態で、換気性に保っと
舎は， 6ヶ月以土生存し，その線維素分解能もよく
保有した。
第 3節分離成績
先に記した分離方法によって，池泥より 32株，三 
河島汚泥より 1株，馬糞よ V2株ョ厩舎致藁上り 8
株，厩舎土より 8株，計51株の按気性線維素分解菌
を分離した。
第3章分離菌株の生物学的性状
第 1節形態i染色，芽胞，
鞭毛，及び運動性
菌体観察には 2%Mc Beth氏線維素寒天培地に 
370 C14日間常養したものを用いた。
運動性の観察には液体培地に 370C 7日間培養し
たものを用い，暗視野検鏡法r<"上り観察した。
各商株につき記述すると次の如〈である。
菌株Nr.25，29，32，57，59，93，94，100，101， 
102，103，104，105，;長さ 2.4~6.0μ. 幅 0.4 !L.両端
鈍同な梓菌で軽度の轡曲を有ずるものがるる。単独
に存して連鎖を形成ぜず。普通 Anilin色素に容易
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に染色せられで Gram染色陰性であお。芽胞は縮士 1%の割に肉ヱキ.スを加えた 2%Mc Beth氏線
同形で長径 1.4!'..短径 1.0 !，..端在'I~~で形成は容易で、 維素裳天培地に於ける菌の培養所見は，肉エキ.スを
遣うあ。芽胞を生ぜあ菌体は芽胞形成筒所膨降して太 加えない培地に於ける所見と異る点を認めなかっ
殻の強状を基した。鞭毛は Lo斑ler，西沢・菅原の染 た。
色法にで認めず又運動性も認めなかった。 く百) 1.2% Mc Beth氏糠維索寒天高層培地穿刺
菌株Nr.6，8，9，10，11，13，18，19，20，21，24， 培養所見;培地に曹を穿刺して 370Cにで培養ずる
27，28，30，31，34~ 35，37，42，43，44，58，75，_76， !と， 5~7 日で穿刺した線にそつで線維素の消失を生
77，78，79，80，83，85，86，87，88，89，91，92，98，; じた。しかして小量のカ守久の産生を認めた。
長さ 2.0~7.0μ. 幅 0.4~0.7 !，..両端鈍向な梓荷で軽 第 2項椋維素液体培地培養所見
度の轡曲を示めすものがある。連鎖を形成せず。 ‘線維素液体培地に菌を投じ，按気鐘に収めで 370 
Gram染色は陰性で、ある。芽胞は縮問形で長径 2.0 C 7~14 日間培養ナるに，線維素全〈分解せられで
(1..短径1.4μ.端在性で形成は容易である。 試験管底に菌及び芽胞が集積した。しかしで全期間
芽胞を形成した菌体は太鼓の議状をなす。鞭毛を を通じて液層透明にして混濁ナることはなかった。
認めず又運動性も認めなかった6 第4箭各種培地培養所見
菌株 Nr.33，;長さ 0.7~1.0μ. 幅 0.4[1'.両端鈍同 第 1項普通プイヨシ培養所見
な梓iで連鎖を形成せず， Gram染色陰性である。 並に線維素分解能保持試験 a 
縮問形の芽胞を有し，長径0.6!".短径0.4!-".端在性 培地に菌を接種し，嫌気鐘に収めて 370 C2週間
で形成筒所にわづかな膨隆を認める。鞭毛を認めず・ 培養するに， Nr.33菌株のみ発育して小量の沈澱を
又運動性も認めなかった。 生じた。しかしで上液透明で混濁をみなかった。
第2節爽 膜 培地より菌を取れ線維素液体培地に接種して線
全菌株，余の使用した如何なる培地に於ても爽)民 維素分解能保持試験を行ったが，分解能の喪失を認
を形成しなかった6 めた。
第3命線維素培地培養所見 第 2項葡萄糖プイョ ν培養所見
第 1項 Mc Beth氏線維素寒天培地培養所見 並に線維素分解能保持試験
く1) 1.2% McBeth民線維素寒天平板培地深部 本培地には第1表の如く発育ナるもの，発育しな
環務所見;培地に菌を混和してこれを平板とし，嫌 いものがあれ発育ナる菌株は小量の沈漉を生心
気鎧に収めで370 C 2週間培養すると， I:炎反白色， た。、しかして上液透明で混濁をみなかった。
周縁不規則な藻落を生じ，来落周囲の糠維素は分解 発育せる菌株につき線維素分解能保持試験を行っ
せられて透明な環を生じた。しかしで培地表面，線 たが，第 1表の如く保持ナるもの，保持しないもの
維棄の分解に相当しで|栢凹を認、あた。 があった。
くn) 1.2% Mc Beth民線維素寒天平板培地表層 第 3項普通寒天培養所見並に
豪務所見;培地に菌を塗布して嫌気鐘に収め， 370 C 線維素分解能保持試験
2週間培養すると，平滑，表居や L粗，周縁や L不 培地に菌を塗布し，説書気鑑に収占うで 370C 2週間
規則な来落を生じ，とれを白金耳にで鈎菌を試みる 培養するに， Nr. 33菌株のみ発育して友白色， 点
に培地中に食込んで鈎商し難い。しかして楽落周囲 状，宇透明，光沢を有ナる褒落を生じた。
の線維素分解ぜられで透明の壊を生じ，それに相当 ζの培養につき線維素分解能保持試験を行った
して培地表面の陥凹を認、必た。しかして酪酸臭を発 が，分断:能の衰失を認めた。
した。 第 4頃葡萄糖寒天培養所見並に
くM) 2% Mc Beth氏線維素寒天平板培地表層 線維素分解能保持試験
来落所見;培地に菌を塗布しでとれを燥気鎧に収 培地に薗を塗布し，験気鐘に収bで370C 2週間
め， 370C 3週間培養ずると，点状，宇球状，表面光 培養するに，第 1表の如く発育ナるもの，発育しな
沢を有する宇透明の淡友白色なあ来落を生じ周囲の いものがあった。
車Q維棄は分解せられて透明任環を生じた。しかしで 発育ナる菌株のうち， Nr.33菌株を除〈他の菌株
線維棄の分解せられた範囲に相当して培地表面|百四 の培養を見るに，淡黄友白色，中央や L挙上した局
した。しかして酪酸臭を発した。 平な藻落であって，表面湿潤やや粗，不規則な周緑 
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を帯する。 
Nr.33菌株は，友白色，点状，宇透明;光沢を有
する豪落を生じた。
とれ等の菌株について線維素分解能保持試験を行
ったが，第 1衰の如くであった。
第 5項 ベプトン水培養所見，イシド-)レ
産生及び線維素分解能保持試験
、培地に菌を接種し，按気鐙に収めで 370C 2週間
培養ナるに， Nr. 33菌株のみ発育して小量の沈澱を
生じた。しかしで上液透明で混濁ナるととはなかっ
た。
との培養について，インド-)レ産生の有無を 
Salkowski-北里の法により検査して，インド-}レ
産生を認めた。
叉，線維素分解能保持試験を行ったが，分解能の
喪失を認めた。'. 
第 6項ゲ、ラチシ液化
ゲラチシ培地の製法; 
Nutrient solution 500 cc 
線維素液 500cc 
ゲラチシ 200g 
試験管に分注し， 1000C 15分づっ， 3日間間歌滅
菌。
菌を穿刺しで室温に放置ナ与に， 14~21 日にして
穿刺した線にそひ線維素の分解せられるのを認めた
が2 蔽化を認めなかった。
第7項 馬鈴薯寒天培養所見並に
線維素分解能保持試験
馬鈴薯寒天の製法;Kejlerman & Mc Bethの
法に従い，細切し，蒸し，押しつぶした馬鈴薯 100 
gに水 800ccを加えで 1時間牛煮，とれをフランネ
ルにてj慮過しでその漉液を用いた。
馬鈴薯溶液 500cc 
N utrient solution 500 cc 
寒 天 20g 
以上を pH7.5に修Eし， 1000C 30分づっ 3日間
間歌滅菌して平板として用いた。 
ζの培地に菌を塗布し，按気鐘に収めて370 C14 
日間埼養を行い観察した。 
Nr.33菌株は，白色，点状，宇透明，宇光沢を有
ナあ豪落を生じ，東落周囲の培地の混濁透明となっ
た。
他の菌株に於いては，淡黄友白色，扇平にしで中
央や L挙上し，表面や L粗，湿潤，周縁不規悶な豪
落を形成した。
とれ等の菌株について線維素分解能保持試験を行
ったが，第 1表。如くであった。
第 8項肝片プイョ ν培養所見
並に線維素分解能保持試験
肝片プイヨシに菌を接種し， 370Cに保って観察
ナるに，金菌株 3~5 日にして試験管底部混濁し，
肝斤汚積補色となり，僅かなガスの産生を認めた。
しかし上液の混濁をみなかった。
との埼養について線維素分解能保持試験を行った
が，第 1表の如くでるった。
第 9項血液寒天培養所見並に
綜維素分解能保持試験
培地は普通寒天に 20%の割に血液を加えでとれ
を平板として使用し，嫌気鎧に収めて 370C 14日間
の培養後に観察した。 
Nr.33菌株に於では，友白色，点状，宇光沢を有
ナQ来落を生じた。
他の菌株に於ては，茨白禍色，局平にして中央や 
L挙上し，表面や L粗，湿潤し，周縁不規則な豪落
を形成した。
線維素分解能保持試験の成績は，第1表の如〈勺
あった。
第 10項卵白培地培養所見並に
線維素分解能保持試験
卵白培地の製法;卵白を無菌的に取れ中試験管
に約 7cc宛分注して舗面となし， 600C 30分づっ 3 
5問問歌滅菌してとれを使用した。
当府地に菌を塗布し，換気鐘にJfV?て370 C 14日
間培養し， ζれを観察した。
当培地に発育する菌株，発育しない菌株あり。第 
1表の如〈であった。
発育ナる菌株のうち， Nr. 33菌株を除く他の菌株
は，淡黄色，宇球点状，光沢を有ナる褒落を生じ， 
その生じた箇所i自問した。
Nr.33菌株に於ては，点、状，光沢を有ナる透明な
諜落を生じたが，発育筒所の陥凹は認めなかった。
との培養につき線維素分解能保持試験を行った
が，第1表の如くであった。
第 11項牛乳培地培養所見並に
線維素分解能保持試験
新鮮な牛乳を 3cc宛滅菌小試験管に分注し， 100 
oC 15分づっ 3日間間敬滅菌後，菌を接種し，嫌気
鎧に収めて370C 2週間培養し，とれを観察した。
全菌株共に第 1表の如く発育し，カゼイシを凝岡
せしめ，上液淡黄手L色粘調となり，ベプトシ化せら
6 
f 
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第 1表 各種培地培養所見並に能力保持試験
験力
一
一
一 
一
一
+
+
一
一 
++ 
++
+ 
++
+ 
一
一
一 
一
一
寒馬鈴著天糖入寒天糖プイヨ入シ 血液寒天肝プイョ片ν 卵白培地 牛乳培地
+
+ 
+
+ 
++ 
++ 
+ +十
++ 
++ 
+
+
+ 
+
+ 
+
+
菌株番号 ベフ。古色力 官E力 官E力 能カ 能力 酸
発育 発育 保持 発育 発育 発育能保試持 発育 トジ凝固 試能保持試保持験 試保持験 試保持験 試保持験試験 産生 イh 
』十 + ヤト ++ + + ++ + ++十 一 一 一 
8 + ++ +十十 十 十 ++ 一 十 +十 十 +一 一+ +一 ++ +一 一 
11 十 十 一 + 一+ 十 +一 + + 十一
一
一
+一 +一 一 一一+21 + + + ++一 一 + ++一 十 一 一 
24 +十 十十 十 十一 一 
一
+一 一+ +一 一 ++ 一
一+ + +++ ++ +十 ++一 一一 一
32 + + ++ +一 一 十一 一一 一 一
一
+ 一
十
+ + + + ++ ++ + + ++42 + + + ++ 十
43 + + + ++ 一 十 一一 一 一 
44 + ++ + ++十' +十 十 
57 
一
一 
++
+ 
十
一一一
一一一
十
一
+一
+一一一 +一一 一
+一
一
十
9 
+ ++ 
伊十 
+ + 
十
+ + + 一 一 一 一
10 トー一+ 
加ト
+ 一 + 一 一 
十 十ト ++ + + 十一一
13 + 一 + 一 + + 
18 斗-+ 一 + 一 + 一 + 
19 十 Hト十 + + 十+ + 十+ 
+ + 
十
+ 
一
一一+ 
20 十 十 十
+ + 
十 十→司
験力
+ + 十+ + 一
25 十一 + 一 + 一 一 + + + + 十 
十
一
+ 一 
回十
一
一 
+27 ++一 +十 十十
28 + ドト ++一 一 一 
29 一 一 一 一 
一
一
一+ 
寸同 + 一 ..
 齢十30 →司 十十一 + 一+ 一 一+ 
31 
33 +一 一 + 一一 十十 →司 
一
一 
一 
一
+ 一 一 
+ + ++ +34 + ++ 十+十++ + +35 + + ++十 十十 斗-
一
一 
一
一
一
一
一
一
伊ト + 
37 + + 十 一++ 
斗噌 ++ 一 
+ 十 
+ 十一 + 一 一+ + + 一一 一 
58 
←ー ++ 
十ー +" +。+ 
+、+ 
"十
トー + 十 + →司 + + ++ + + + 
59 + 一 + 一 一+ ++ 
75 

76 

+ + + 十十 + + 十 ←ー+ 
与十
++ 
一 
++ 
一
+ + 
十 十+ 十 十 + + 一+ + + + + + 
77 十十+ 一+ 一 一一 ++ 一 ++ + 
78 
一
+ 十+ + 十 十 + 十一 + + + ++ + 
79 + + 十 十 + 十十 + + ++ + + + 
80 + + 十 + + + 
十
一 + + + + + + + 惨十 83 

85 

-十+ + + 一 一 + 一+ 一 一+ + + + 十 + 十十 + + 十十+ 一 + 一+ 一 
86 + 一 + 一+ 一 + 一 一一+ 
+。++ 
+ + + + 
87 寸ー +十-十 +++ -← 一 + 一"十
88 
++ 
斗マ ++十一 一 一+ 一
89 十 
一
+ + 十+ 十 十 + ++ + + +'十
十
+ + 
91 + 一 + 一+ 一 + 一 + 一+ + + 一 +ー 十92 + + 十 + + 十十 十+ + 一 + + + 
93 -十 +十 + 一+ 一 + 一
94 + + 十トー 一+ 一 + 一
斗同 +98 + 十+ + 十 + 一一 一一 + 一+ 
100 + + 十十 十 一一 一+ 一
101 一. 十十 十+ 十 一 + 
102， 十 十 十+ 十
103 十 ¥ + 一 + + 一+ 
104 + 十 + 一+ + + 
105 十 十十 十 十 十 十
+ + 
一 一 一
-336ー 守二薬医学会雑誌 第 29巻
第 2表 含水炭素分解作用 +酸産生， C ) :Jf.ス産生
菌株番号
キ
手〆
ロ
ぜ
ア
フ 
ピ
ノ 
ぜ
グ
Jレ 
:I 
ぜ
フ
Jレ
ク
ト
弓さ 
サ
ツ 
カ
ロ
4さ
マ
Jレ
ト
ぜ
フ
ク
ト
ぜ 
フ喝
キ
，ス 
ト
リ
ν 
澱
粉
イ
ヌ
リ
与〆
グ、
リ
:I 
ザ
乙/
コぐ
ノレ
チ
ツ
ト
‘マ
乙/
一
ツ
ト 
6 
8 
9 
10 
11 
13 
18 
19 
20 
21 
24 
25 
z7 
28 
29 
30 
31 
32 
33 
34 
35 
37 
42 
43 
44 
57 
58 
59 
75 
76 
77 
78 
79 
80 
83 
85 
86 
87 
88 
89 
91 
92 
93 
94 
98 
100 
101 
102 
103 
104 
105 
く十〉
く+)
く+)
く+)
く+)
(十〉
く十〉
C+) 
C+) 
+ 
く十〉 
一
C+) 
く+)
一
C+) 
く十〉
一
(十〉
C+) 
+ 
く+)
く+)
(十〉
く十〉
一
く十〉
一
く+コ
く十〉
く十〉 
く十〉
く+コ
く+)
く+)
く十〕
C+) 
く+)
く十〉
く+)
く+)
く+)
一
一
C+) 
一
一
一
一
一
一
(十〉 
く+)
く+)
くー←〉
く十〉
く+)
く+) 
(十〉
く+)
く+)
C+) 
一
C+) 
く+) 
一
く+) 
く+)
一
く+)
く+)
+ 
く+)
く+)
く+) 
(十〉
一
く+) 
一
く十〉
く十〉
C+) 
く十〉
く+)
く+)
く十〉 
く十〉
く+)
く+)
く+) 
く+)
く+)
く+)
一
一
一
一
一
一
一
一
く+) 
C+) く+)
く+) く十〉
く十〉 く+)
く+) C+) 
く+) く+) 
く+) C+) 
+ くιト〉 
く+) (十〉
く+) C+) 
く+) くC+十〉〉
く+)
一 一
く+) C+) 
C+) く十〉
一 一
C+) く十〉
く+) に+)
一 一
く+) く十〉
く+) ぐ十〉
く+) く十〉
く+) く+)
く+) く+)
C+) C+) 
く+) く十〉
一 一
C+) (十〉
一 一
く+) C+) 
く+) く+)
く+) C+) 
く+) く十〉
く+) く+) 
く十〉 く十〉 
C+) く十〉 
く+) く十〉
く+) (十〉
く十〉 C+) 
+ く+) 
く+) C+) 
く+) く十〉
く+) く+)
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
C+) 〈十一〉 
く+) く+) C+) C+) 
く+) く十〉 C+) C+) 
く十〉 く+) C+) C+) 
く+) く十〉 C+) C+) 
+ C+) C+) C+) 
く+) く+) C+) C+) 
+ く+) C+) C+) 
く+) C+) C+) C+) 
く+) く+) C+) C+) 
く+) く+) C+) (十〉
く+) C+) C+) (十〉 
一 一 一 一
く+) く+) C+) (十〉 
く+) C+) C+) (十〉
一 一 一 一
く十〉 く十〉 C+) C+) 
く十〉 く+) 十 (十〉
一 一 一 一
く+) C+) I C+) C+) 
く十〉 く十〉 C+) C+) 
く十〉 く十〉 (十〉 C+) 
く+) く+) C+) C+) 
く，+) く+) C+) C+) 
C+) く十〉 C+) (十〉
く+) く+) C+) + 
一 一 一 一
く+) く十〉 C+) C+) 
一 一 一 一
〈十〉 C+) C+) C+) 
く+) (十〉 C+) C+) 
く+) C+) C+) C+) 
く+) く+) C+) (十〉 
C+) C+) C+) C+) 
C+) C+) (十〉 C+) 
C+) く+) C+) C+) 
(十〉 く+) C+) C+) 
(十〉 く+コ C+) C+) 
(十〉 く+) C+) C+) 
C+) く+) C+) C+) 
(十〉 く+) (十〉 C+) 
(十〉 く+) C+) (十〉 
(十〉 く+) (十〉 C+) 
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
C+) C+) (十〉 C+) 
一.
一
C+) 
C+) 
(十〉 
C+) 
(十〉 
(十〉
C+) 
(十〉 
(十〉 
(十〉
C+) 
一
C+) 
(十〉
一
C+) 
(十〉 
一
C+) 
(十〉 
C+) 
(十〉
C+) 
(十〉 
C+) 
一
C+) 
一
C+) 
(十〉 
C+) 
C+) 
C+) 
く+) 
C+) 
く十〕 
C+) 
C+) 
(+〉〉
C+) 
C+) 
一
一
一
一
一
一
一
一
(十〉 
+ C+) 一
一 
一
一
一
一
一 
一 
一 
一
一
一
一 
一
一
一 
一 
一
一 
一 
一 
一 
一 
一 
一 
一
一
一
一 
一
一 
一
一 
一 
一
一
一 
一 
一 
一
一 
一 
一
一
一
一
一
一
一
一
一
(+〉 
'C+) 
C十〉
+ C+) 
C+) C+) 
(十〉 C+) 
十 C+) 
C+) (十〉
+ (十〉
(十〉 (十〉
(十〉 (十〉
一 一
C+) C+) 
(十〉 C+) 
一 一
C+) C+) 
C+) (十〉
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一 
一
C+) 
一
一
一
一
一
一
一
一
+ 
+ 
C+) 
C+) 
(十〉 C+) 
C+) C+) 
C+) C+) 
+ C+) 
一 一
C+) C+) 
一 一
(十〉 C+) 
C+) C+) 
C+) C+) 
+ C+) 
C+) C+) 
C+) C+) 
+ C+) 
C+) C+) 
C+) C+) 
(十〕 (十〉
十 C+) 
C+) C+) 
C+) C+) 
(十〉 C+) 
C+) C+) 
一 
一 
一 
一 
一 
一
一 
一 
(十〉 
C+) 
(十〉 
(十〉 
(十〉 
(十〉 
+ 
C+) 
C+) 
十 
(十〉 
一 
C+) 
(十〉 
一 
+ 
C+) 
一 
C+) 
C+) 
+ 
C+) 
C+) 
C+) 
C+) 
一 
(十〉 
一 
C+) 
(十〉 
C+) 
+、 
C+) 
C+) 
(十〉 
く+) 
C+) 
C+) 
C+) 
(十〉 
C+) 
C+) 
く+) 
第 4号 千葉医学会雑誌 -337ー
れたととを示めした。又 0.02%B. T. B.液を滴下 第 1代に於ては線統棄がその発言に利用せられてゐ
ナるに黄色に変じて酸の産生を示めした。 あととは確実と思はれた。
との培養についで，線維素分解能保持試験を行っ 好気性に培養した家落よ P菌を取れ按気性に再
たが，第 1表の如くであった。 び培養ナるも発育をみなかった。
第12項含水炭素分解作用 普通義宋・葡萄糖寒天培養所見;淡黄友白色，局
培地の製法; .zp.，表面粗，周縁不規則な来落を形成した。しかし
N utrient soIution 500cc 怖とれより菌を取れ紘維素培地に接種して按気性に
各種含水炭素 10g 培養を行ったが，線維素分解をみなかった。
水 500cc 第 4章生物単的性状に依る分類
以上を小試験管に 3cc宛分注1.-，中に Durham 前述の如く，余は分離 51菌株に就で，生物学的性
管を入れ， 1000C 15分づっ 3日間間歌滅菌してと 状を検し，菌形態，各種培地に於ける態度及び酸素
手もをf史用した。 要求度の観察所見よれ生物学的分類を試みで次の
との培地に菌を接種し，織気鐘に収めで 370 Cr 3種とした。こ
で2週間培養し，酸の発生は 0.02%B. T. B.液を 第 1種 CK1) 菌株 Nr.25，29，32，57，59，93， 
滴下してとれを検査し，ガメの産生は Durham管 94，100，101，102，103，104，105. 
，18，13，11，10，9，8，Nr.6菌株)CK2種2第定した。:0によりとれをタ
その成績は第2衰の如くであった。 19，20，21，24，27，28，30，31，34， 
，75，58，44，43，42，37，35節線維素液体培地に於ける5第 76，77， 
水素イオシ濃度の移動
一般に細菌はその生活現象のーっとして，人工培
地内の栄養素を分解して，酸或はアノレカリを形成ず
るものであって，従って其の培地のイオン濃度に変
化を来在ナものであお。 
'pH7.5なる線維素液体培地内に於ける各菌株の
78，79，80，83，85，86，87，88，89， 
91，92，98. 
第 3種 CK3) 菌株 Nr.33.
その性状を一覧表とナるに第3表の如くである。
第 5章培地水素イオン濃度の
発育に及ぼす艶響 
，' Nr.75菌種主りK2，Nr.59，Nr.29菌種よりKl線維素分解に伴ふ水素イオン濃度の移動を，東洋憶
紙会社製イオシ濃度比色標準表に依って検査した
が，第 1日に於て pH6.6を示bし，第 2日に於て
は6.2又は 6.0を示めし，以後その水素イオシ濃度 
を持続した。
しかしながら第3日頃主では分解による線維素の
減少は肉眼的にほとんど認め難し第5"， 7日に至
って急速な線雑素の減少が見られた。
第 6節酸素要求皮 
Nr.33菌株以外の菌株は偏性嫌気性菌であって，
好気性培養に於では全〈発育しなかった。 
Nr.33菌株は嫌気・好気両状態に於いて発育をみ
た。
好気培養に於ける Nr.33菌株の性状は次の通り
でーあ).50 
2% Mc，Beth氏線維素寒天平板培地上所見;白
色，非簿，表面粗にして乾，周綾不規則な楽落を生
じ，芽胞を有ナるも，換気培養に於けあが如き線維
素分解環を生ぜず，第2代の培養に於ては発育をみ
なかった。しかしで第 1代の培養に於て線維素を含
主ない培地に培養ナるときは発育をみない点より，
Nr.89，Ks菌種より Nr.33を選び実験に供した。
線維素液体崎地の pHを， 5.5，6.0，6.5，7.0，7.5， 
8.0，8.5，9.0に炭酸ソ グ又は撞酸をもって修正しF
培養するに， 6.0~8.5 に於で発育し線維素分解を認
めた。しかして7日及び 14日の培養に於で，夫々
の線維素分解度に差異を認めなかった。
との培地の修正に当って酷酸を使用した場合に
は， pH 6.5では線雄棄の分解が認められたが， pH 
6.0では椋維素の分解は認められなかった。
第 6章抵抗試験 
K 1菌程より Nr. 29，Nr. 59，K2菌種より Nr.75， 
Nr.89，Ks菌穂より N r.33を選び実験に供した。
第 1節芽胞の熱に対ずる抵抗試験
900C及びlOOOCに於で 1分より 60分迄の加熱 
抵抗誌験を行った。
実験には線維素液体培地に 21日間培養し完全に
芽胞を形成せるものを用い，菌発育により培地内に
生じた産生物質の影響を除くたC¥:)，遠心沈澱器を用
いで芽胞を管底に沈澱せしめ，上液を捨て，、とれに
誠菌水を加えて混和し，両び遠心沈澱を行い，この
1分 1 2分 1 3分 1 5分 1 1O~1日分|泊分13叫0分 え，薬液を作用させない芽胞を接種して同時に培養
29K1 1 
59 :l:!: し対照とした。その成続は第 5表の知くである。 
75K 2 1 
89 
1%クレゾーノレ石鹸液にては， K1' K2' Ks共に 3
分にで， 2%クレゾ-/レ石鹸液にては 2分にで死滅
し，使用薬液3者中最も有効で、あった。
第 5表の 1. 1%クレゾーJレ石鹸液に対ナo
第 4表の 2. 芽胞の加熱抵抗試験 1000 C 芽胞の抵抗試験 
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第 3表 分離菌種及び Bergey's.
一
一 
哲二 ベプト乙/ ゲ糖 普運 糖形 芽 鞭 莱 lグ
水 フ入通フ
入通 チブプ 発 イよ、
乙/ ユ〆イ イ 器 主芸 ド目包 染態 液ヨ ヨ 
fレシ ν ιヲミ 育天 イt.毛Cv.) 動Ctο 膜|色
2.4"，-6.0 x 0.4K1 1.4x1.0 一一一一一一一一一
K !l 2.0~7.0 X 0.4--0.7 2.0x1.4 一一一一一+一+一
0.7--1.0 x 0.4K3 ++++十 +一0.6x0.4 一一一一 
Cl.spumarum 4.0 x 0.5 +十+ 
0.5X1.5~7.0 0.7 "，- 十 一
CI.celIulosolvens 2.0--6.0 X 0.5 一一一一 
+
+
+ 
1.5x 01. 十
Cl.dissolvens 2.5--:-12.5 細い 
C l.omelianskii 十+ー15.0 x 0.5--0.7 
十十 
I. 一C werneri 十
一
一 一
一
沈澱した芽胞を滅菌水に浮遊せしめ，重湯煎上にで 室温く200C)1:於で， 1分より 3時聞にわたる抵抗
?夜f昆所要温度に達してから所要時間ごとにピペァト 試験を行った。
を用いて芽胞を含む液を取り，線維素液体培地に 1 実験には椋維素液体培地に 21日n培養し芽胞を
滴宛滴下し，按気鐘に収めて 370 C14日間培養し観 完全に形成'-l:!-oものを用い，菌培養による生産物質-
察した。 の彰響を除〈ため，遠心沈澱器を用いて滅菌*にで
その成績は第4表に示めず如くで，操気性線維素 芽胞を洗部長し，芽胞浮遊液 2ccに所要2倍濃度の薬
，分解菌の芽胞の熱に対すと3抵抗は割合に弱し 900 C、液2ccを加えて振量混和し，所要時間放置し所要時
にで20分， 1000Cにで3分の加熱に耐えた。 問ごとにピペットを用いてその 1滴を線維素液体培
第 4表の1. 芽胞の加熱祇抗試験 900C 地に移し培養した。
叉，所要濃度薬液 1滴あで線維素液体培地に加
判2分 13分 15分 11叫叫叫叫0分 
K 1 
29 ++十 一一一一 
59 ++十 一一 
K 2 +1+一一一一一一 
89 十 +1+一一一一一一 
Ks [33) +)+)+1-j-1-1-1-)-
一
一
時
間
2 
時
間
11 2 3 5 30 3 
Il~手
分 分分 分 分分 分 問
29 ++一一一一一一一K1 
59 ++一一一一一一一 
75 ++一 一一一一一K2 
89 十 + 一一 
K31 33 +j+ドiぺ-j-I-I-Fト1第2節芽胞の薬液に対ナる抵抗試験 
1%及び2%のクレゾ-/レ石鹸液， 1%及び2%
の石茨酸水， 2，000倍及び 1，000倍の昇京水につき，
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民 肝 血 卵 牛乳培地 酸 含水炭素分解作用
鈴 月A
液 白 凝 酸
，、z、 素 線 キ ア ゲ フ サ 、マ フ デ 澱 イ グ ズ ‘マ
ブ フ ノレ ~ キ リ薯 プ 要 シ }tノ ノレ ク Jレ ν ピ ク カ .ス ヌ 亡2イ 寒 主音 産 ト 制主 ロ :z ト ト ト ド ナ 一寒 求 ノ ロ リヨ ン リ ゲ ツ ツ
天 こ/ 天 地 回 生 イb 度 索 -e -li' ぜ ゼ、 ぜ ゼ ぜー シ 粉 乙〆 シ ト ト 
+ 十 十 一 + 十 + 一 
2L+〕!ふ山 一 一十 + 十 + + ート 十 c+)||ill||
+ + 十 + + + 十 士 (十〉何十判く片 付利(+〉lω |ω c+) 
一 十 一 一 (十〉 + 十 十 十 + + + 一 + 
一 (十〉 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
一 (十〉(十〉(十〉 一 一 一 一 一 c+)c+) 一 一 一
一 (十〉 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
十 一 c+) 一 一 一 一 一 一 一 一 
第5表の2.2%クレゾ-Jレ石鹸液に対する 第5表の5.2，001音昇求*'に対ナる
芽胞の抵抗試験 芽胞の抵抗試験 
1 2 3 5 20 10 
fji ノl、，・ 73ペ、 分 分 分 分 奇
321 30 
R陪寺j Ilf.Is'?j: 問問 
K1 一+ 29 一 一 一 一 一
一+ 59 一 一 一 一 一
一 一 一 
一 一 一 
K 一+ 75 一 一 一 一 一 一 一 一 
→同 89 一 一 一 一 一 一 一 一 一 
i 一千 I'-I~FT= 
2 
一|ード1+13 K3[ 
古石炭酸水に対ナる芽胞の抵抗試験1~ 3.表の5第
1 2 3 5 3.2010 0 
7f分 分、J7.ぺ 分 分 分
1 
H問寺 日寺 日寺 
問問 
K1 十+ 29 + + 十 +[+i+ 十 一十 59 十 + + 十 +1+1+ + 
K2 +++++++++ 75 ←ー
十+ + + +++ 89 十イー 十 
I 2 
分 分
3 
分
5 
分
10 
分 分
20 
分 
301 
E寺
f間
2 
時間 
3 
Il~ 
問 
Kl29 59 
+ 
十 
十 
+ 
+ 
十 
+ 
+ 
一 一 一
一一 
一
K 75 289 
+ 
+ 
+ 
+ 
十 
+ 
ヶト
+ 
+ 
十
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
K;I33 1+1千1+1+トlιj-j-I-=r-
第5表の 6. 1，00倍昇求水に対ずる 
芽胞の抵抗試験 
1 2 3 5 10203.0 1 2 3 
間時 日問寺 H寺分 分 分 分 分 分 分 間 
Kl29 十 一 一 一 一 一 一 一 59+ +十 
E275|+十十 +1-T一一一 
891+十 +1+一一一一一一
Ksj a I+I+I+I+I+I+J+I+I+I-
第5表の 4. 2%石炭酸水応対する芽胞の抵抗試験 
・‘
1 2 3 5 1020301 2.3 
日問寺 日寺 日寺
分 分 分 分 分 分 分 間 間 
Kt29+ + + + + 十 + + 一 一59+ + + 十 十 十 + 一 一 
K275+ + + + + + + + + 一 89++・ + + + + + + 一 
Ksl a 1+1+1+1+1+1+1+1+1-1-
第 3節好気状態に放置せ与際に
於ける芽胞の祇抗
室温く200C)に好気状態に放置せられた McBeth
氏椋維素寒天上芽胞及び線維素液体培地中の芽胞
は， 12時間では発育能力を保持して居たゑ勺 24時間
では発育能力を失った。
第7軍総括及び者察
汚泥，馬糞等よ P分離した擁気性線維素分解菌 3 
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種目株の主な細菌学的性状を概括ずると失の如〈
であ Qo 
1. Kl' K:~は両端鈍円なる長梓菌， K3は両端鈍
悶なる短梓菌で，普通 Ani1in色素に好染し， Gram
染色陰性，端在性の芽胞を有ナ。しかれども鞭毛，
爽膜，運動性を有しない。
2. Mc Beth氏線維素寒天平板崎地に淡友白色 
の薬務を生じ，周囲に線維素分解による透明な環を
生ヒセ酪酸臭を発ナる。 
3. 線維素液体培地に於ては， 370C 7~14 日間で
線維素完全に分解せられて透明となる。 
4. 普通プイヨシ，普通寒天には K3のみ発育ナ
る。 
5. 糖入ブイヨジ，糖入寒天には K2'K3発育ナ
る。 
6. ベプトン7]c.には K3のみ発育してインド ...jレ
反応、陽性である。 
7. ゲラチこ/を液化せず。 
8. 馬鈴薯寒天に発育ナる。 
9. 肝片プイヨジに発育し，ガスを産生ナ.00 
10. 卵白培地には K2'K3発育ナ答。 
11.牛乳培地に於マは酸を産生し，凝固せしめ，
又消化しでベプトジ化ナ忍。 
12. Klは線維素を除く含水炭素を分解せず。 
K2はキシローゼ、，アラピノーゼ，グノレコーゼ，フ 
Jレクトーゼ，サッカローゼ，マJレト F ゼ，ラクトー
ゼ，デキストリン，澱粉，イヌリシ，グリコーゲン，
マンニットを分解し酸及びガλ を産生するも，ズノレ
第8章結
ナットを分解しない。
lC3はキシローぜ，アラピノ ゼ，グルコーぜ，F
フノレクトーゼ，サヅカローゼ、i マノレト F ゼ，ラクト
-ぜ，;T'キストー リレ， i殴粉，グリコーゲレ，マジニ
ットを分解し酸及びガλ を産生ナるも，イヌリン，
ズルナットを分解しない。 
13.線維素培地以外D 各種培地に発育せる菌は，
線維素分解能を保有せる場合，保有せざる場合があ
る。 
14.街、維素培地に於ける菌の発育は，培地のイオ 
γ濃度を酸性陀傾ける。 
15. Kh K2は偏性嫌気性菌，K3は通性嫌気性菌
である。 
16. 至適イオジ濃度は割合に広<， pH 6，0~ 8.5 
である。 
17.芽胞は 900C20分， 1000C 3分の加熱に耐え
る。 
18. クレゾーノレ石鹸液，石炭酸，昇求中，最も芽
胞に対し効力を有ナるものは，クレゾ.....}レ石鹸液で、 
1~告にで 3 分， 2% にで 2 分で死滅せしめる。 
19.芽胞も i曝気状態には抵抗力弱(， 24時間にで
死滅する。
ヲたに 1948年!反 Bergey's Manual of Deter-
minative Bacteriologieに詑載しである 5種の嫌
気性線維素分解菌に諸家の報告を加え，余の分離分
類せる 3種群の商とその性状の比較を試みたが，第 
3表の知(，記載不充分のととろがあって E確に異
同を論ずる ζ とが困難である。
論 
1. 著者は汚泥，馬糞等より 51株の嫌気性線椎素分解菌を分離しその性状を精査した。 
2. 蒐集せる 51菌株を生物学的性状により，偏性嫌気性菌2種，活性嫌気性菌 1種に分類し
た。 
3. 分離菌の性状を文献と比較考察せんとするに，文献の記載不充分にで異同を論デるとと
が出来たい。従づて余の菌は果して新菌種たりや否やは濯に断定し難い。
本稿を終るに臨み，終始懇篤な御指導を賜わった恩師谷川i教授に満腔の謝意を表しまず。併せて
回波助教授始め教室員各位の御助言に深謝致しまナ。
女 
Bergey {.-Manual of Determinative Bacterio‘ 
logie. 1948. 
Bradley，L. A. and Rettger，L. F.: ]. Bact. 
13，321. 1927. 
蹴 
Baker，F.: Centr. Bakt. IAbt. 84，452，1931. 
Clausen，P.: Centr. Bakt. 1IAbt. 84，20，1931. 
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22，1931. 
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附 図 
1.2% Mc Beth氏線維素寒天培地深部来落 線維素液体培地
培養後 培養前 
2% Mc Beth氏線維素寒天培地上家落 Nr.29菌株  (2000倍〉 
Nr.89菌株(1400倍〉 Nr.33菌株  (2000倍〉
